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研究成果の概要（和文）：卵巣癌において最も予後不良の組織型である卵巣高異型度漿液性腺癌(High-grade serous o
varian carcinoma; HGSOC)について研究を行った。そして、HGSOCの４つの遺伝子発現サブタイプに該当する病理組織
分類を樹立し、その分類とタキサン感受性との相関を示した。この結果により、HGSOCの中で、タキサンを含む化学療
法レジメンのためのバイオマーカーを明らかにできる可能性がある。

研究成果の概要（英文）：We conducted a research about high-grade serous ovarian carcinoma (HGSOC), poor 
prognostic histopathological subtype of ovarian carcinoma. We established a novel histopathological 
classification that correlates with the four gene expression subtypes and taxane sensitivity of HGSOC. 
This result may identify a biomarker to select a taxane-containing chemotherapeutic regimen in HGSOC.

研究分野：婦人科腫瘍

キーワード： 卵巣癌　遺伝子異常　バイオマーカー

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 卵巣癌は診断時には進行例が多く、手術の
みでは完治せず、化学療法が必須である。し
かし、化学療法を行っても、効果がない症例
があり、その選別が重要である。またいった
んは化学療法が奏功しても、再発し、最終的
には薬物療法抵抗性となることが多い。卵巣
高異型度漿液性腺癌 (high-grade serous 
ovarian carcinoma; HGSOC)は、卵巣癌の中
でも最も予後不良の組織型で、新規治療法の
開発が求められている。 
 
２．研究の目的 
 HGSOCに対する、薬物療法感受性のバイ
オマーカーの探索、および、新規薬物療法の
開発を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 まず、自施設の HGSOC の発現マイクロアレ
イデータを解析し、さらに病理組織的に再検
討した。The Cancer Genome Atlas (TCGA)な
どの、HGSOC のエクソームシークエンシング、
遺伝子発現マイクロアレイ、コピー数データ
セットを解析した。以上のデータと、薬剤感
受性や予後を調べた。 
 
４．研究成果 
 卵巣漿液性腺癌は TCGA において、４つの
遺伝子発現サブタイプに分かれるが、それぞ
れのサブタイプと相関する病理組織細分類
を樹立した。そして、その中で Mesenchymal 
Transition タイプが、タキサン感受性が高い
ことを示した。この結果は、Mesenchymal 
Transition タイプでは、dose-dense TC 療法
のような、タキサン投与量の多い化学療法レ
ジメンが有用であることを示唆している。 
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